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    安全上のご注意 
 

ここに示した注意事項は､製品を安全に正しくお使いいただき､あなたや他の人々への危害や損害を未

然に防止するためのものです｡これらの事項は､危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために､

｢注意｣ ｢警告｣ ｢危険｣の三つに区分されています｡いずれも安全に関する重要な内容ですから､国際規

格(ISO / IEC)､日本工業規格(JIS)*1) およびその他の安全法規*2)に加えて､必ず守ってください｡ 
*1) ISO 4414: Pneumatic fluid power -- General rules relating to systems 

  ISO 4413: Hydraulic fluid power -- General rules relating to systems 

  IEC 60204-1: Safety of machinery -- Electrical equipment of machines (Part 1: General requirements) 

  ISO 10218: Manipulating industrial robots-Safety                           

  JIS B 8370: 空気圧システム通則 

  JIS B 8361: 油圧システム通則  

  JIS B 9960-1: 機械類の安全性‐機械の電気装置(第 1部: 一般要求事項) 

  JIS B 8433: 産業用マニピュレーティングロボット－安全性 など                                          

*2) 労働安全衛生法 など 

 

 
 注意 

取扱いを誤った時に､人が傷害を負う危険が想定される時､および物的損害のみの発生が想定

されるもの｡ 

 
 警告 取扱いを誤った時に､人が死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 
 危険 切迫した危険の状態で､回避しないと死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるもの｡ 

 

警告 

①当社製品の適合性の決定は､システムの設計者または仕様を決定する人が判断してください｡ 

ここに掲載されている製品は､使用される条件が多様なため､そのシステムへの適合性の決定は､システ

ムの設計者または仕様を決定する人が､必要に応じて分析やテストを行ってから決定してください｡  

このシステムの所期の性能､安全性の保証は､システムの適合性を決定した人の責任になります｡  

常に最新の製品カタログや資料により､仕様の全ての内容を検討し､機器の故障の可能性についての状況

を考慮してシステムを構成してください｡ 

②当社製品は､充分な知識と経験を持った人が取扱ってください｡ 

ここに掲載されている製品は､取扱いを誤ると安全性が損なわれます｡ 

機械･装置の組立てや操作､メンテナンスなどは充分な知識と経験を持った人が行ってください｡ 

③安全を確認するまでは､機械･装置の取扱い､機器の取外しを絶対に行わないでください｡ 

1.機械･装置の点検や整備は､被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされていることを確認

してから行ってください｡ 

2.製品を取外す時は､上記の安全処置がとられていることの確認を行い､エネルギー源と該当する設備の

電源を遮断するなど､システムの安全を確保すると共に､使用機器の製品個別注意事項を参照､理解し

てから行ってください｡ 

3.機械･装置を再起動する場合は､予想外の動作･誤動作が発生しても対処できるようにしてください｡ 

④次に示すような条件や環境で使用する場合は､安全対策への格別のご配慮をいただくと共に､あらかじ

め当社へご相談くださるようお願い致します｡ 

1.明記されている仕様以外の条件や環境､屋外や直射日光が当たる場所での使用｡ 

2.原子力､鉄道､航空､宇宙機器､船舶､車両､軍用､医療機器､飲料･食料に触れる機器､燃焼装置､娯楽機器､

緊急遮断回路､プレス用クラッチ･ブレーキ回路､安全機器などへの使用､およびカタログの標準仕様に

合わない用途の場合｡ 

3.人や財産に大きな影響をおよぼすことが予想され､特に安全が要求される用途への使用｡ 

4.インターロック回路に使用する場合は､故障に備えて機械式の保護機能を設けるなどの 2 重インター

ロック方式にしてください｡また､定期的に点検し正常に動作していることの確認を行ってください｡ 
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    安全上のご注意 
 

 

注意 

当社の製品は､製造業向けとして提供しています｡ 

ここに掲載されている当社の製品は､主に製造業を目的とした平和利用向けに提供しています｡ 

製造業以外でのご使用を検討される場合には､当社にご相談いただき必要に応じて仕様書の取り交わし､契

約などを行ってください｡ 

ご不明な点などがありましたら､当社最寄りの営業拠点にお問い合わせ願います｡ 

 

保証および免責事項/適合用途の条件 
製品をご使用いただく際、以下の｢保証および免責事項｣､｢適合用途の条件｣を適用させていただきます。 

下記内容をご確認いただき、ご承諾のうえ当社製品をご使用ください｡ 

 

『保証および免責事項』                         

①当社製品についての保証期間は､使用開始から 1 年以内､もしくは納入後 1.5 年以内、いずれか早期に 

到達する期間です。 

また製品には､耐久回数､走行距離､交換部品などを定めているものがありますので､当社最寄りの営業

拠点にご確認ください｡ 

 

②保証期間中において当社の責による故障や損傷が明らかになった場合には､代替品または必要な交換 

品の提供を行わせていただきます｡ 

なお､ここでの保証は､当社製品単体の保証を意味するもので､当社製品の故障により誘発される損害

は､保証の対象範囲から除外します｡ 

 

③その他製品個別の保証および免責事項も参照､理解の上､ご使用ください。 

 

  

『適合用途の条件』 

海外へ輸出される場合には､経済産業省が定める法令(外国為替および外国貿易法)､手続きを必ず守ってく

ださい｡ 

 

 注意 
当社製品は、法定計量器として使用できません｡ 

当社が製造、販売している製品は、各国計量法に関連した型式認証試験や検定などを受けた計量器、計測器 

ではありません｡ 

このため、当社製品は各国計量法で定められた取引もしくは証明などを目的とした用途では使用できません。 

 

 

 

 



 

 - 4 - 

１．同梱品一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マグネットグリッパユニット 1台 

M8 8ピンコネクタ付ケーブル 1 ヶ 

平行ピン(6×10) 1本 

マグネットグリッパユニット位置決め用 

六角穴付ボルト(M6×23) 4本 

マグネットグリッパユニット取付用 

配管用チューブ φ4(TU0425) 2m 
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２．マグネットグリッパユニット詳細図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートスイッチ： 
D-M9P 

マグネットグリッパ 

ワンタッチ管継手： 
KQ2S04-M5N 

サイレンサ付排気絞り弁： 
ASN2-M5-X937 

3ポートソレノイドバルブ： 
V114-5LU 

ISO9409-1対応フランジ 

M8 8ピンコネクタ付ケーブル 

位置決めピン： 
3x6 

六角穴付ボルト： 
M4x12 

六角穴付ボルト： 
M4x16 

アダプタ 

六角穴付ボルト： 
M4X35 

六角穴付ボルト： 
M6x23 
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３．製品仕様 
 

3-1. 型式表示方法 
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3-2. 仕 様 
仕様 

作動流体 空気 

作動方式 複動形 

使用圧力 0.2～0.6MPa 

保証耐圧力 0.9MPa 

周囲温度および使用流体温度 -10～50℃(凍結なきこと) 

保持力 ※ 
ワーク厚さ:2mm 160N 

ワーク厚さ:6mm 200N 

残存保持力 0.3N 以下 

給油 無給油 

質量 590g 

オートスイッチ型式 D-M9P 

ロボット取付規格 ISO9409-1-50-4-M6 

付属品コネクタ形状 両側 M8 8ピンコネクタ(ソケット) 

※低炭素鋼プレートを、吸着面全体を覆う状態で保持する場合の理論保持力（参考値）です。 

 

出荷時のオートスイッチ位置は、マグネットグリッパのワーク保持/開放のマグネット位置を検出するように固

定されています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※オートスイッチの設定例および取付位置設定方法は、弊社ホームページ(www.smcworld.com)より MHM 

Seriesのカタログ P.12以降をご確認ください。 

※オートスイッチはマグネットグリッパの作動を確認するもので、実際のワークの保持/開放を保証するもの

ではありません。確実にワークの保持/開放を確認したい場合には、別途近接センサー等を設置する必要

があります。 

ワーク保持のマグネット位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク開放のマグネット位置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワーク保持検出位置 

ワーク開放検出位置 
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3-3. 保 持 力 
保持条件 

 上方に吊り上げる場合は、ワークの質量だけでなく加速度、風圧、衝撃等を考慮してください。 

 

 

 

 

 

 

 ワークの重心位置を考慮し、マグネットグリッパに極力モーメントがかからないように保持してください。 

 

 

 

 

 

 

 面積の広いワークを複数のマグネットグリッパで搬送する場合は、バランス良くマグネットグリッパを配置し

てください。 

 

 

 

 

 

 吸着面に対して横方向に移動する際、加速度の大きさや、パッドとワーク間の摩擦係数の大きさによって

は、ワークのズレを生じます。横移動の加速度は低く抑えてください。 

 

 

 

 

 

 保持姿勢は、水平吊り上げを基本とします。斜めや垂直吊り上げを行う場合は、十分な安全率を確保して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 薄いワークの場合、移動中に変形する可能性がありますので、複数台使用を推奨します。 
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保持力の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

保持力グラフは、低炭素鋼平板の理論保持力です。保持力はワーク材質、形状等により変化しますので 

目安（参考値）とし、実際に吸着試験を行って確認してください。 
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3-4. 外観寸法図 
 

マグネットグリッパ，バルブ単体及びオートスイッチの寸法は P13～P15を参照ください。 
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3-5. コネクタの仕様とピン配列 
製品に M8 8 ピンコネクタが固定されています。 

付属のケーブルを装着してロボットと接続してください。装着方法は、P.18 を参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PNP 出力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付属ケーブル 

PIN番号 機能 説明 

1 - 未使用 

2 - 未使用 

3 オートスイッチ出力(ワーク保持側) - 

4 オートスイッチ出力(ワーク開放側) - 

5 +24V DC24V供給電源 

6 バルブ ON/OFF(ワーク保持用) - 

7 バルブ ON/OFF(ワーク開放用) - 

8 GND DC0V供給電源 

 
 

M8 8ピンコネクタ(プラグ) 

M8 コネクタ(ソケット) 
M8 コネクタ(ソケット) 
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3-6. 重心位置 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

重心位置 

X Y Z 

-0.1 -0.5 55.8 

Y 

Z 

Y 

X 

X 

Z 

フランジ取付面 
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４．構成製品の仕様 
 

※本書に記載されていない各製品単体の詳細な仕様につきましては、弊社ホームページ

(www.smcworld.com)よりカタログ、または取扱説明書をご確認ください。 

 

4-1. マグネットグリッパ 

仕様 

作動流体 空気 

作動圧力 0.2～0.6MPa 

作動方式 複動形 

保証耐圧力 0.9MPa 

周囲温度及び使用流体温度 -10～60 oC(凍結なきこと) 

保持力 ※ 
ワーク厚さ：2mm 160N 

ワーク厚さ：6mm 200N 

残存保持力 0.3N以下 

給油 無給油 

※低炭素鋼プレートを、吸着面全体を覆う状態で保持する場合の理論保持力（参考値）です。 
 

 

外形寸法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

！ 注 意 

本製品のマグネットグリッパは、配管取出し方向が標準品と異なる特殊仕様のため、弊社標準品

MHM-25D との交換はできません。 

 

http://www.smcworld.com/
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4-2. 3 ポートソレノイドバルブ 
 

  仕様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  ソレノイド仕様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

型式 V114-5LU 

作動流体 空気 

周囲温度及び使用流体温度 -10～50 oC(凍結なきこと。) 

応答時間 ON：5ms以下 OFF：4ms以下 

最大作動頻度 20Hz 

給油 不要 

取付け姿勢 自由 

耐衝撃／耐振動  150／30 m/s2 

保護構造 防塵 

型式 V114-5LU 

リード線取出し方法 L形プラグコネクタ(L) 

コイル定格電圧 24V 

許容電圧変動 -10～10% 

消費電力 
0.4W 

[起動 0.4W、保持 0.1W] 

サージ電圧保護回路 カタログ P.1367 をご参照ください。 

インジケータランプ LED 
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4-3. オートスイッチ 
 

 仕様 

D-M9P 型(インジケータランプ付) 

オートスイッチ品番 D-M9P 

リード線取出方向 横方向 

配線方式 3 線式 

出力方式 PNP タイプ 

適用負荷 IC 回路、リレー、PLC 用 

電源電圧 DC5・12・24V(4.5～28V) 

消費電流 10mA 以下 

負荷電圧 - 

負荷電流 40mA 以下 

内部降下電圧 10mA 時 0.8V 以下(40mA 時 2V 以下) 

漏れ電流 DC24V にて 100μA 以下 

インジケータランプ ON 時赤色発光ダイオード点灯 

規格 CE マーキング、RoHS 

 
 
 

オートスイッチ外形寸法図 

D-M9P 
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５．使用方法または操作方法 
 

5-1．設計上のご注意 
 

警告 
①仕様をご確認ください。 

本カタログ記載の製品は、圧縮空気システム（真空を含む）においてのみ使用されるように設計され

ています。仕様範囲外の圧力や温度で破壊や作動不良の原因となりますので、使用しないでください。

(仕様参照)圧縮空気(真空を含む)以外の流体を使用する場合は、当社にご確認ください。仕様範囲を

超えて使用した場合の損害に関して、いかなる場合も保証しません。 

②移動するワークが人体に危険を及ぼす恐れのある場合や、吸着面に指をはさむ危険のある場合には、

保護カバーを取付けるなど安全対策を施してください。 

③ワークの材質や形状により、想定している保持力が得られない場合があります。ワーク落下等の危

険がないか、実機にて安全確認をお願いします。 

④過大な外力や衝撃力の作用するような使用はしないでください。 

⑤動力源の故障の可能性を考慮してください。空気圧、電気、油圧などで制御されている装置は、こ

れらの動力源に故障が発生しても、人体または装置に損害を引き起こさない対策を施してください。 

⑥非常停止時の挙動を考慮してください。人が非常停止をかけるか、または停電などシステムの異常

時に安全装置が働き、機械が停止する場合、マグネットグリッパの作動によって人体および機器、装

置の損傷が起こらないような設計をしてください。 

⑦非常停止、異常停止後に再起動する場合の挙動を考慮してください。 

再起動により、人体または装置に損傷を与えないような設計をしてください。 

⑧分解・改造の禁止 

本体を分解・改造(追加工を含む)しないでください。けがや事故の恐れがあります。 

⑨オートスイッチのご使用につきましては、オートスイッチ/共通注意事項をご参照ください。 

⑩ペースメーカーを使用している人への危険 

本体には磁石が内蔵されていますので、近づくと電子機器を故障させる危険があります。ペースメー

カーを使用している人はマグネットグリッパから離れる、磁気をシールドする等安全を確保してくだ

さい。 

 

注意 
①マグネットグリッパ外部が加圧されている場合、ロッドパッキン部からシリンダ内部へエアが流入

する可能性があります。（例：チャンバ内など） 

②磁石に影響されるものは近付けないでください。 

本体には磁石が内蔵されていますので、磁気ディスク、磁気カード、磁気テープなどは近付けないで

ください。データが消去されてしまうことがあります。 
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5-2. 取 付 け 

 

警告 
①取扱説明書はよく読んで内容を理解した上で製品を取付けご使用ください。また、いつでも使用できるよう

に保管しておいてください。 

②メンテナンススペースの確保 

保守点検に必要なスペースを確保してください。 

③ねじの締付けおよび締付けトルクの厳守 

取付け時は、推奨トルクでねじを締付けてください。 

④外部より磁気を近付けないでください。 

オートスイッチは磁気を感知するタイプですので、外部より磁気を近付けますと誤作動を招き、人体および機

器、装置に損傷を与える原因となります。また、マグネットグリッパを並列で使用するさいは、規定の間隔以

上を開け、誤作動を防止してください。 

⑤製品を追加工しないでください。 

製品に追加工しますと強度不足となり製品破損を招き、人体、および機器、装置に損傷を与える原因となりま

す。 

⑥管接続口にある固定絞りを再加工等で大きくしないでください。 

穴径を大きくしますと製品の保持・開放切替速度が増し衝撃力が増大して製品破損を招き、人体および機器、

装置に損傷を与える原因となります。 

⑦内部のマグネットが吸着面側へ移動していると、吸着面には保持力が発生しています。機種によっては他

の機器を吸着し、指をはさんでけがをする恐れがありますので、マグネットグリッパ周辺で作業を行う場合な

どには必ず、保持力が発生していないことを確認してください。 

 

注意 
①取付時にマグネットグリッパを落下させたり、ぶつけたりして傷や打痕をつけないようにご注意く

ださい。わずかな変形でも作動不良の原因となります。 

②保持の状態(ピストンを吸着側へ移動させた状態)で取付等の作業を行うと、周辺の部品や機器へ吸

着し、事故の原因となりますので、ご注意ください。 

③本体取付時のねじ締付けは、適正な長さのねじを用い、締付けトルクで適正に締付けてください。

規定トルク以上の締付けはねじ山破壊の原因となり、締付け不足は位置ずれや落下の原因となります。 

④吸着面中央部には、衝撃荷重を与えないでください。破損や作動不良の原因になります。 

吸着面中央部には、衝撃荷重を与えないでください。破損や作動不良の原因になります。 
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マグネットグリッパユニットの取付方法  

 

製品の取り付けは、製品を取り付けやすい向きにロボットアームの位置を調整してから行ってください。 

 

①ロボットアームへの取付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

コネクタ接続 

※コネクタの固定は非通電時に行ってください。 

※コネクタに緩みがないように固定してください。 

ロボットアーム先端 

六角穴付きボルト(M6x23) 
 最大締付トルク：6.3N・m 

平行ピン 
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ワーク保持/開放時の作動時間の調整方法  

 

排気絞り弁の開度調整を行うことで、ワーク保持/開放時のピストンの作動時間を調整できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※①ワーク保持作動時間：ピストン及びマグネットがワーク開放位置からワーク保持位置まで作動する時間 

※②ワーク開放作動時間：ピストン及びマグネットがワーク保持位置からワーク開放位置まで作動する時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※排気絞り弁の開度調整を行う際はマイナスドライバーをご使用ください。 

※2つの排気絞り弁は同程度の開度に調整してください。開度に差がありすぎると、不安定な動作の原因と

なります。 

 

マグネットグリッパのワーク保持/開放作動時間 

 

    

排気絞り弁拡大図 

排気絞り弁 

ワーク保持作動時間調整用 

排気絞り弁 

ワーク開放作動時間調整用 

② 

マグネット 

ピストン 

①  

ワーク保持 

位置 

ワーク開放 

位置 

開度調整溝 

(※マイナスドライバー 

刃幅 0.7mm) 
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5-3. U R C a p 

 
インストールと基本設定 

 

1. URCapのインストール 

①ロボットの設定画面から“URCaps”メニューをタップしてください。 

②ダウンロードしたファイル(SMC-MagnetGripperUnit-xxx.urcap) をコピーした USB メモリをティーチング

パッドに挿入し、“+”ボタンをタップしてください。 

 

 
 

③ファイル画面から“SMC-MagnetGripperUnit-xxx.urcap”を選択し、“open”ボタンをタップしてください。 

④“Restart”ボタンをタップし、ロボットを再起動してください。 

 

 

① 

② 
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2. “URCaps”メニューの“SMC Magnet Gripper Unit”を選択して基本設定を行ってください。 

 

 
 

① “Time to wait for the operation of the gripper to complete” 

NODEが“RELESE ONLY NODE” または“HOLD ONLY NODE”(NODEについては P.21参照)の場合、バル

ブの切替信号を出力後、ロボットが次の動作に移行するまでのディレイ時間を設定することが出来ます。 

NODEが“RELEASE AND CHECK SIGNAL NODE” または “HOLD AND CHECK SIGNAL NODE”の場合、

バルブの切替信号を出力後、オートスイッチの入力信号の監視を開始するまでのディレイ時間を設定する

ことが出来ます。 

廃棄絞り弁の開度調整によるワーク保持/開放時の作動速度に応じて適切な数値を設定してください。 

 

例 1. 設定値 500ms、“RELEASE ONLY NODE” または“HOLD ONLY NODE”の場合  

バルブの切替信号を出力してから 500ms後にロボットが次の動作に移行します。ワーク保持/開放時の作

動時間が 500ms未満の場合、バルブの切替から 500ms未満でワーク保持/開放の作動が完了したとしても、

500ms経過した時点でロボットが次の動作に移行します。ワーク保持/開放時の作動時間が 500ms以上の

場合、ワーク保持/開放の作動が完了する前にロボットが次の動作に移行するため注意が必要です。 

 

例 2. 設定値 500ms、“RELEASE AND CHECK SIGNAL NODE” または “HOLD AND CHECK SIGNAL 

NODE”の場合 

バルブの切替信号が出力されてから 500ms後にオートスイッチの入力信号の監視を開始します。ワーク

保持/開放時の作動時間が 500ms未満の場合、バルブの切替から 500ms未満でワーク保持/開放の作

動が完了したとしても、500ms経過した時点でオートスイッチの信号監視を開始します。ワーク保持/開放

時の作動時間が 500ms以上の場合、ワーク保持/開放の作動中であっても 500msが経過した時点でオー

トスイッチの信号監視を開始します。 

 

② “Popup a message window and stop operation in error” 

エラー処理を設定します。 

NODEが“RELEASE AND CHECK SIGNAL NODE” または“HOLD AND CHECK SIGNAL NODE”(NODEに

ついては P.21参照)の場合、ワーク保持やワーク開放が失敗した場合のエラー処理方法を設定すること

ができます。 

① 

② 
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チェックボックス オンの場合： 

ワーク保持やワーク開放が失敗した場合（オートスイッチが検知されなかった場合）、ポップアップメッセー

ジが表示され、プログラムが中断されます。 

その際、失敗信号が出され、以下③”Various status signal output to digital output port”の設定で失敗信

号を出力ポートに割り当てることが出来ます。 

 

   
 

チェックボックス オフの場合： 

ワーク保持やワーク開放が失敗した場合（オートスイッチが検知されなかった場合）、ポップアップメッセー

ジは表示されず、プログラムも継続されます。 

その際、失敗信号は出され、以下③”Various status signal output to digital output port”の設定で失敗信

号を出力ポートに割り当てることが出来ます。 

  

※チェックボックスの初期設定はオフです。 

※オートスイッチはマグネットグリッパの作動を確認するもので、実際のワークの保持/開放を保証するも

のではありません。 

 

③ “Various status signal output to digital output port” 

出力ポートの使用有無を設定します。“Enable”を選択した場合、ワーク保持/開放完了，失敗の信号をそ

れぞれ出力ポート No.5/6に割り当てることが出来ます。出力ポートを使用しない場合は“Disable”を選択

してください。 

 

※オートスイッチはマグネットグリッパの作動を確認するもので、実際のワークの保持/開放を保証するも

のではありません。 
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異なる信号を同一のポートに指定することはできません。 
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プログラム設定 

 

“Program”タブから動作プログラムの設定を行うことが出来ます。 

 

①“Select operation”  

動作の指示を行うために 4種類の NODEが用意されています。 

 

1. “RELEASE ONLY NODE”が実行されるとワーク開放動作をします。この際、オートスイッチの信号は監

視しません。 

 

2. “RELEASE AND CHECK SIGNAL NODE”が実行されるとワーク開放動作をします。この際、オートスイ

ッチの信号を監視し、反応の有無を確認してから次の動作に移行することができます。 

 

3. “HOLD ONLY NODE”が実行されるとワーク保持動作をします。この際、オートスイッチの信号は監視し

ません。 

 

4. “HOLD AND CHECK SIGNAL NODE”が実行されるとワーク保持動作をします。この際、オートスイッチ

の信号を監視し、反応の有無を確認してから次の動作に移行することができます。 

 

 

 
 

②“Settings”  

搬送対象物の質量を入力してください。 

 

③“Monitor sensor signal” 

オートスイッチの信号検出をランプで確認することが出来ます。 

 

① 

② 

③ 
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マニュアル動作 

 

画面右上の UR+アイコンから、マグネットグリッパのマニュアル動作確認を行うことが出来ます。Hold／

Releaseボタンをタップすることでマグネットグリッパのワーク保持/開放作動とオートスイッチの反応有無

を確認することが出来ます。 
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5-4. 空 気 源 
 

警告 
①流体の種類について 

使用流体は圧縮空気を使用し、それ以外の流体で使用する場合には、当社にご確認ください。 

②ドレンが多量の場合 

ドレンを多量に含んだ圧縮空気は、空気圧機器の作動不良の原因となります。エアドライヤ、ドレンキャッチ

をフィルタの前に取付けてください。 

③ドレン抜き管理 

エアフィルタのドレン抜きを忘れるとドレンが二次側に流出し、空気圧機器の作動不良を招きます。ドレン抜き

管理が困難な場合には、オートドレン付フィルタのご使用をお勧めします。 

以上の圧縮空気の質についての詳細は、当社の「圧縮空気清浄化システム」をご参照ください。 

④空気の種類について 

圧縮空気が化学薬品、有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐食性ガス等を含む時は破壊や作動不良の原

因となりますので、使用しないでください。 

 

注意 
①使用流体に超乾燥空気が使用された場合、機器内部の潤滑特性の劣化から機器の信頼性(寿命)に影響

が及ぶ可能性がありますので、当社にご確認ください。 

②エアフィルタを取付けてください。バルブ近くの上流側に、エアフィルタを取付けてください。ろ過度は 5um

以下をご選定ください。 

③アフタクーラ、エアドライヤ、ドレンキャッチなどを設置し対策を施してください。 

ドレンを多量に含んだ圧縮空気はバルブや他の空気圧機器の作動不良の原因となります。アフタクーラ、エ

アドライヤ、ドレンキャッチなどを設置し対策を施してください。 

④使用流体温度および周囲温度は仕様の範囲内でご使用ください。5℃以下の場合は、回路中の水分が凍

結しパッキンの損傷、作動不良の原因となりますので凍結防止の対策を施してください。 

以上の圧縮空気の質についての詳細は、当社の「圧縮空気清浄化システム」をご参照ください。 

⑤結露対策 

空気圧システムにおいて、配管条件や作動条件によっては温度低下により内部結露を生じて、グリースの劣

化・流出による寿命低下や作動不良を招くことがあります。詳細は「空気圧システムにおける結露対策」

(P-01-11)をご参照ください。 
 

5-5. 配 管 
 

注意 
①ワンタッチ管継手の取扱いについては管継手／チューブ／ 共通注意事項(Best Pneumatics)をご参照くだ

さい。 

②配管前の処置 

配管前にエアブロー（フラッシング）または洗浄を十分に行い、管内の切粉、切削油、ゴミ等を 除去してくださ

い。 
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5-6. 使 用 環 境 
 

警告 
①腐食性ガス、化学製品、海水、水、水蒸気の雰囲気または付着する場所では、使用しないでくださ

い。 

②直射日光の当たる場所では、日光を遮断してください。 

③振動または衝撃の起こる場所では使用しないでください。 

④周囲に熱源があり、輻射熱を受ける場所では使用しないでください。 

⑤塵埃の多い場所や、水滴・油滴の掛かる場所ではロッドにカバーなどを取付けてください。 

⑥エア機器に使用する圧縮空気の性状や外部環境および運転条件などにグリース基油の減少が促進さ

れ、潤滑性能が低下して機器寿命に影響を与える場合があります。 
 

 

注意 
①ご使用条件(周囲温度 40℃以上、加圧保持、低頻度作動など）により、内部の潤滑油およびグリー

スの基油がシリンダ外部に滲み出す場合があります。清浄環境を要する場合はご注意ください。 

 

5-7. 給 油 
 

注意  
1. マグネットグリッパは無給油タイプです。 

初期潤滑されていますので無給油で使用できます。給油される場合はタービン油 1種(無添加)ISO 

VG32Oを給油してください。マシン油、スピンドル油は使用しないでください。また、給油を途中

で中止された場合、初期潤滑部の消失によって作動不良を招きますので、給油は必ず続けて行う

ようにしてください。なお、タービン油の製品安全データシート(SDS)をご覧ください。 

 

 

６. 保 守 点 検       

                                                   
6-1. 保 守 点 検                                           

警告                                           
①取扱を誤ると人体への損害の発生および機器や装置の破損や作動不良の原因となります。 

②メンテナンス作業 

圧縮空気は取扱いを誤ると危険ですので、製品仕様を守るとともに、エレメントの交換やその他のメ

ンテナンスなどは空気圧機器について十分な知識と経験のある方が行ってください。 

③ドレン抜き 

エアフィルタなどのドレン抜きは定期的に行ってください。 

④機器の取外しおよび圧縮空気の給・排気 

機器を取外す時は、被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされていることを確認してか

ら、供給する空気と設備の電源を遮断し、システム内の圧縮空気を排気してから行ってください。ま

た、再起動する場合は、飛出し防止処置がなされていることを確認してから、注意して行ってくださ

い。 
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6-2. 交 換 部 品 
①パッドを交換する際は、以下の要領で行ってください。 

 

パッド型式 

MHM-A2513 

 

 
 

 

 

 

 

 

6-3. メンテナンス 

警告 
強力な磁石が内蔵されており、他の部品や工具および周辺機器へ吸着し、事故の原因となりますので

分解しないでください。メンテナンスが必要な場合は当社へご依頼ください。 

 

 

 

 

 

 

古いパッドを外す 新しいパッドの穴内側

の山をパッド装着溝に

はめる 

パッドの浮きがないこ

とを確認 
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改訂履歴 
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